
1

0 ≦ θ ≦ π のとき，2つの関数 x = cos θ+sin θ, y = cos
(
2θ − π

2

)
− cos

(
θ − π

4

)
について，以下の問に答えよ．

(1) x のとりうる値の範囲を求めよ．

(2) y を x の関数で表せ．

(3) y の最大値と最小値を求めよ．
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【答】

(1) −1 ≦ x ≦
√
2

(2) y = x2 − x√
2

− 1

(3) 最大値は
√
2
2
，最小値は − 9

8

【解答】
0 ≦ θ ≦ π,

x = cos θ + sin θ,

y = cos
(
2θ − π

2

)
− cos

(
θ − π

4

)
(1) 三角関数の合成より

π
4

−
√

2
2

−1 1

−1

1θ + π
4

O

x = cos θ + sin θ =
√
2 sin

(
θ + π

4

)
…… 1⃝

と変形できる． π
4

≦ θ + π
4

≦ π + π
4
に注意すると

−
√
2
2

≦ sin
(
θ + π

4

)
≦ 1

∴ −1 ≦ x ≦
√
2 ……（答）

である．
(2) 1⃝より

x =
√
2 sin

(
θ + π

4

)
=

√
2 cos

{
− π

2
+

(
θ + π

4

)}
=

√
2 cos

(
θ − π

4

)
なので，y は

y = cos
{
2
(
θ − π

4

)}
− cos

(
θ − π

4

)
=

{
2 cos2

(
θ − π

4

)
− 1

}
− cos

(
θ − π

4

)
= x2 − x√

2
− 1 ……（答）

として xで表すことができる．
(3) (1)，(2) より

y = x2 − x√
2

− 1

=

(
x−

√
2
4

)2

− 9
8

(−1 ≦ x ≦
√
2)



2

−1

√
2
2
√
2

4

− 9
8

√
2 x

y

O

である．xの動く範囲は −1 ≦ x ≦
√
2 であり

頂点の座標は
( √

2
4

, − 9
8

)
，

x = −1 のとき y =

√
2
2
，

x =
√
2 のとき y = 0

であるから，y の

最大値は
√
2
2
，最小値は − 9

8
……（答）

である．


